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※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付の
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つちおとの表紙を飾る写真つちおとの表紙を飾る写真 ◆テーマ・題材◆静岡県内の明治・大正・昭和期の建設工事関連写真

掲載の方には
2,000円分の
図書カード
進呈!

旧東海道に沿って軒を連ねる様子は、江戸時代の面影
を残している。
明治から大正時代に磐田郡の行政の中枢施設が置か

れた見付は、煙草製造、醸造、製茶、養蚕などの商工業で
栄え、往還にはこれらの商品を扱う商家が店を構えてい
た。昭和56年から拡幅工事が行われ、町並みを一新し、
現在の見付宿場通りとなった。中央左奥には、現在も残
る旧見付学校が見える。

愛宕山より望む見付

東海道28番目の宿場

写真引用：磐田・袋井・森今昔写真帖/撮影：明治末期

あたご

現在の見付（令和6年2月撮影）
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市民協働による
持続可能なまちづくり 掛川市
■持続可能な社会の実現のために

■SDGsと掛川市の風土

SDGs（Sustainable Development Goals）とは、2015年に国
連加盟国が採択した、持続可能な開発目標です。これは2030
年までに達成することを目指す17の目標であり、社会的・経済
的・環境的な持続可能性を追求するために設定されています。
これらには、環境保護、文化遺産の保護、社会的な包摂や地域
の活性化などが含まれます。
17の目標のうち、８・９・１０の目標は、経済の発展とまちづくりの
持続可能性を追求するために重要な役割を果たします。経済
の発展とまちづくりが持続可能な形で進められることにより、社
会的な不平等の解消や地域の繁栄、環境の保護など、より良い
未来の実現に寄与します。

次世代の土木・建築技術者のために　掛川どぼく塾
建設業では、従業員の高齢化や新規入職者の減少により人手不足が深刻と

なっています。建設業が今後も地域の守り手として持続的に役割を果たしていく
ためには、若年層の人材確保・育成を図っていく必要があります。
このことから、小学生などを対象に、体験を通して土木・建設業に興味を持っ
てもらうよう、地元企業の協力の下「掛川どぼく塾（令和５年１１月１１日（土））」を
開催しました。

今後、こうした取り組みやＡＩ・ＩＣＴを活用した業務効率化により、持続可能な建設産業が構築さ
れていくことを期待しています。

掛川潮騒の杜 ～海岸防災林強化事業「掛川モデル」～

掛川市では、南海トラフ巨大地震に
よる津波の浸水被害軽減を図るため、
海岸防災林を、想定される津波（レベ
ル２）に対応した高さにかさ上げをし、
災害に強い海岸防災林として再生す
る掛川潮騒の杜　海岸防災林強化
事業「掛川モデル」を行っています。
平成26年度に着手したこの事業も

令和８年度の完成に向けて、いよいよ
ピークを迎えています。

この事業は、静岡県が実施する「ふじのくに森の防潮堤づくり」事業と連携し、協働により進められています。先行して行う掛川市の事業は、
令和５年度末時点で約7.3kmの整備が完了する見込みです。市が行う盛土には、主に他の公共工事などで生じる建設発生土を使用していま
す。また、昨今の台風災害などで発生した災害土砂についても、品質が適合することを確認して活用しています。市の盛土が完了した後、静岡
県中遠農林事務所が新たな森を育てるための盛土を行い、クロマツや地域に適した広葉樹の苗木を植栽して、事業が完了します。海岸防災林
には、海からの強風や飛砂、塩害などから農地や居住地を守る働きがあります。しかし、近年の大型台風や松くい虫被害により、松林が枯損した
ことで強風や飛砂を抑制する働きが衰えています。新たに植栽された苗木が大きく育つと、みなさんの生活を守る働きが戻ってきます。整備が完
了した後も、県と市で協力し苗木が健全に育つよう保育を行います。

掛川市指定有形文化財　松ヶ岡（旧山﨑家住宅）の保存活用事業
貴重な文化財建造物である松ヶ岡を、後世に永く伝えていくため、
令和２年度から大規模な修復工事を進めております。
これまでの工事では、屋根瓦の葺き替えや傷んだ木部の修理、建
物の傾きの修正などが行われ、令和５年６月末に主屋部分の工事が
完了いたしました。
７月２２日には公開日を設け、計１３０人の方に、往時の姿に復元した
主屋をご見学いただきました。現在は長屋門などの修復工事が進めら
れており、令和7年度には一般公開を開始する予定です。
修復後は、松ヶ岡に掲げられている扁額の「以善堂」「善い行いを
する人が集まり、善い行いをする人を育てる所」という言葉を基本理
念とし、人材育成、教育の場、市内外の多くの方が集い、交流する場と
して活用していきます。
松ヶ岡の歴史的価値を踏まえて大いに活用することで、貴重な文化
財を永く保存しつつ、将来を担う様々な分野の人材を育て、市民の誇
りや愛着心の醸成も推進していきたいと考えています。

史跡和田岡古墳群　吉岡大塚古墳の整備事業

吉岡大塚古墳の整備工事は、平成29年度から整備工事が始まり、令和５年11月
に完成しました。工事では、古墳の南側には古墳築造時の姿を復元するため一部
分に葺石や埴輪を設置し、他の部分は形状のみを復元しました。古墳の北側部分
は盛土や植栽を行い、現在の形状を保存しました。現地では、古墳築造時から現在
までの経過を比較しながら見学することができます。
また、発掘調査で見つかった葺石の石材鑑定により、原野谷川の石が使用され
ていたことがわかり、葺石の復元には原野谷川の石を採取しました。そして、地元の
和田岡小学校と原谷小学校の5、6年生が、平成30年度には石の採取と運搬を行
い、令和元年度には葺石の復元作業に参加しました。
復元埴輪は円筒埴輪と朝顔形埴輪を設置し、円筒埴輪は市民が令和3年度に
製作しました。

掛川市は、二宮尊徳の報徳の思想を広めるために設立された大日本報徳社があり、昔から、個人が道徳的な人間として成長するこ
とで、社会全体がより良い方向に発展するという考え方が、地域に根付いています。また、日本で初めて生涯学習都市を宣言し、市民が
常に学び、これを活かし、まちづくりに関わっていこうとする姿勢にもつながっていると考えています。報徳、生涯学習が目指す「社会全
体、市全体がより良い方向に発展していくため」の考えは、SDGsの目指す「だれ一人取り残さない社会」との親和性が高く、「掛川のま
ちづくり」にもその影響が強く表れていると考えています。

現在の社会課題、地域課題は、多様化し、行政だけでは解決することが困難になってい
ます。このような現状の中で、掛川市はさまざまな方に関わっていただき、SDGｓの視点を持っ
て、課題解決へ繋げていきたいと考えました。そして、さまざまな方が交わることができる場と
して「掛川SDGｓプラットフォーム」を立ち上げました。このプラットフォームは、ともにSDGｓの目
標達成を志す、仲間（=パートナー）を集め、活動を見える化し、SDGｓの視点を持って、地域
課題を解決するアイデアを出し合い、ともに活動するきっかけとなる「出会いの場」を目指して

います。SDGsの視点を持った課題解決を進める取り組みは、今後、多くの注目を集め、ビジネスとしても成長し続けるものであると確信し
ています。
■掛川SDGsプラットフォーム　URL：https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/sdgs/ 
掛川SDGsプラットフォームは、地域課題解決のアイデア募集や、SDGsパートナーの解決したい地域課題のための企業マッチングの支
援を行っています。ぜひ、ともにSDGsの目標達成に取り組む、「掛川SDGsパートナー」へのご登録をお願いします。

掛川SDGsプラットフォーム

報徳、生涯学習、協働、対話・チャレンジ、SDGs未来都市

へんがく い ぜん どう

修復前の主屋修復前の主屋

修復後の主屋修復後の主屋

令和2年　解体調査前の主屋屋根令和2年　解体調査前の主屋屋根

令和5年　瓦の葺き替えが完了した主屋屋根令和5年　瓦の葺き替えが完了した主屋屋根

～SDGｓパートナーの交流の場を提供し、新たな価値の創出を推進し、持続可能な掛川の未来を目指します～

円筒埴輪円筒埴輪

朝顔形埴輪朝顔形埴輪

©掛川市 230244

©掛川市 230244
掛川市は持続可能な開発目標（SDGs)を支援しています
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袋井市月見の里学遊館は、コンサートホールや多様なワークショップルーム、図書館など生涯学習の拠点としての機能
を有する一方、プールやフィットネスルームなど健康づくりの場も備えた複合施設です。公演やワークショップなど様々なジ
ャンルのイベントが開催されており、人々が文化に親しみ交流する場所となっています。特に、うさぎホールは音響効果に
優れ、観衆との一体感を大切にした構造となっています。良質な音を提供できるよう空間に配慮し、芸術性の高いものか
ら誰でも親しめるものまで、幅広い事業に対応しています。
2001年の開館から22年が経過したところで、建物の長寿命化を図るため、熱源設備等の改修工事や屋上防水外壁
改修工事を行いました。また、ホールの安全性を高めるため、天井を、構造耐力上安全な天井へ改修するとともに、舞台
照明設備や舞台音響設備、舞台床等の改修工事も行いました。なお、ホールの改修にあたっては、これまでの音響性能
を維持できるよう配慮しました。

袋井市月見の里学遊館　大規模改修工事
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建
築
概
要

施

　
　工

建物用途 ： 劇場・水泳場他複合施設
建築場所 ： 静岡県袋井市上山梨4丁目３番地の７
敷地面積 ： 15,000.12㎡/建築面積：4,048.89㎡/延床面積：6,724.94㎡
構　　造 ： プレストレストコンクリート造、一部鉄骨造及び鉄筋コンクリート造
規　　模 ： 地上2階、地下１階
建設年度 ： 平成12年度
【工事期間】 令和４年６月～令和６年３月
【設計・監理】 (株)エコア総合設計　　ama建築設計室一級建築士事務所

熱源設備等改修工事
 （機械設備） ： 日管(株) 袋井営業所
　 （電気設備） ： (株)トラスト
屋上外壁改修工事 ： 塚本建設(株)
うさぎホール天井等改修工事
　 （建　　築）  ： 中村組・塚本特定建設工事共同企業体
　 （電気設備） : 東電設・トラスト特定建設工事共同企業体
　 （舞台機構） : 三精テクノロジーズ(株) 東京支店

屋上熱源設備調光操作卓舞台機構、舞台照明うさぎホール客席の照明LED化音響性能を確保した
うさぎホール特定天井の改修

し
も
し
も

す
い
す
い
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協
会
活
動
報
告

理
事
会

委
員
会
等

１1
／
17（
金
） 

第
6
回
理
事
会

○「
新
年
の
つ
ど
い
」の
開
催

○
家
畜
伝
染
病
に
係
る
出
役
要
員
体
制
の
見
直
し

○
協
会
活
動
報
告（
正
副
会
長
職
務
執
行
状
況
）

○
協
会
員
の
退
会

○
県
協
会
第
6
回
理
事
会
の
概
要
　
ほ
か

１２
／
15（
金
） 

第
7
回
理
事
会

○
全
建
及
び
県
協
会
長
表
彰
候
補
者
の
推
薦

〇
県
協
会
第
７
回
理
事
会
の
概
要
　
ほ
か

１
／
23（
火
） 第
8
回
理
事
会

○
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
候
補
者
の
推
薦

○
令
和
5
年
度
決
算
見
込

○
令
和
6
年
度
予
算
編
成（
案
）

○
令
和
6
年
度
定
時
総
会
等
の
開
催
日
程

○
次
期
役
員
等
の
選
考
結
果
　
ほ
か

２
／
19（
月
） 第
9
回
理
事
会

○
建
産
連
会
長
表
彰
候
補
者
の
推
薦

○
令
和
6
年
度
会
員
研
修

○
県
協
会
第
8
回
理
事
会
の
概
要

○
能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
災
害
派
遣
　
ほ
か

■
正
副
会
長
会
議

11
／
17（
金
） 

第
9
回 

正
副
会
長
会
議

・第
6
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項
　
ほ
か

12
／
15（
金
） 

第
10
回 

正
副
会
長
会
議

・第
7
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項
　
ほ
か

1
／
23（
火
） 

第
11
回 

正
副
会
長
会
議

・第
8
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項
　
ほ
か

2
／
19（
月
） 

第
12
回 

正
副
会
長
会
議

・第
9
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項
　
ほ
か

■
総
務
委
員
会（
労
務
委
員
会
）

1
／
11（
木
） 

新
年
の
つ
ど
い
　

 
 

  【
出
席
会
員
45
社 

46
名
、来
賓
5
名
】

■
安
全
委
員
会

11
／
8（
水
） 

第
5
回
安
全
委
員
会

・活
動
報
告

12
／
1（
金
） 

第
6
回
安
全
委
員
会

・年
末
官
民
合
同
建
設
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

12
／
1（
金
）年
末
官
民
合
同
建
設
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー

　
ル（
管
内
全
４
地
区
）

【
参
加
者
 

磐
田
労
基
署
４
名
、袋
井
土
木
１
名
、

 
 

中
遠
農
林
１
名
、企
業
局
１
名
、安
全
委
員
  

 
 

等
19
名
　
計
26
名
】

■
広
報
委
員
会

11
／
10（
金
）・11（
土
） 

視
察
研
修

・春
日
部
外
郭
放
水
路・東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
ほ
か

 
 

  

【
参
加
者
8
名
】

11
／
15（
水
） 

第
8
回
広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
5
9
号
」（
12
/
1
発
行
）の
校
正

12
／
22（
金
） 

第
9
回
広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
0
号
」の
編
集
計
画

1
／
26（
金
） 

第
10
回
広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
0
号
」の
編
集

2
／
15（
木
） 

第
11
回
広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
0
号
」の
原
稿
確
認

■
土
木
委
員
会

2
／
22（
木
） 

第
5
回
土
木
委
員
会

・令
和
5
年
度
活
動
報
告
及
び
令
和
6
年
度
活
動
計
画

■
建
築
委
員
会

11
／
29（
水
） 

現
場
見
学
会

・磐
田
商
工
会
議
所
 

【
参
加
者
8
名
】

令
和
5
年
11
月
〜

　
　令
和
6
年
2
月

11
／
7（
火
） 

中
遠
農
林
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会

 

【
出
席
者 

中
遠
農
林
関
係
11
名
、協
会
16
名
】

11
／
7（
火
） 

袋
井
土
木
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会

 

【
出
席
者 

袋
井
土
木
関
係
12
名
、協
会
16
名
】

1
／
24（
水
） 

浜
松
河
川
国
道
事
務
所
と
の
第
2
回
意
見

交
換
会
 
【
出
席
者 

浜
松
河
川
国
道
7
名
、協
会
5
名
】

研
修
会
・
講
習
会

11
／
16（
木
） 

 監
理
技
術
者
講
習 

 
【
受
講
者
18
名
】

2
／
7（
水
） 

 監
理
技
術
者
講
習 

 
【
受
講
者
23
名
】

そ
の
他
の
行
事

◆
令
和
５
年
度 

安
全
優
良
職
長
厚
生
労
働
大
臣
顕
彰

　
　
竹
下 

敏
雄
 

正
光
建
設
㈱
 

（
森
町
）

◆
令
和
５
年
度 

建
設
雇
用
改
善
優
良
事
業
所
知
事
褒
賞

　
　
㈱
落
合
組
 

 

（
菊
川
市
）

表
彰

1
／
25（
木
） 

静
岡
理
工
科
大
学
修
論
報
告
会

 
 

  

【
参
加
者
1
名
】

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

11
／
8（
水
） 

西
部
地
域
豚
熱
集
合
施
設
運
営
演
習

　（
農
林
環
境
専
門
職
大
学
）﹇
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　
主
催
﹈ 
  

【
参
加
者
5
名
】

1
／
18（
木
） 

第
3
回
総
務
委
員
会
　
　
　

・令
和
5
年
度
決
算
見
込

・令
和
6
年
度
予
算
編
成（
案
）

・令
和
6
年
度
定
時
総
会
等
の
開
催
日
程
　
ほ
か

2
／
16（
金
） 

第
4
回
総
務
委
員
会
　
　
　

・令
和
6
年
度
会
員
研
修
　
ほ
か

12
／
8（
金
） 

道
路
啓
開
に
係
る
意
見
交
換
会

　﹇
西
部
地
域
道
路
啓
開
検
討
会
主
催
﹈ 【参
加
者
32
名
】

・道
路
啓
開
の
基
礎
的
事
項
の
解
説

・緊
急
輸
送
ル
ー
ト
の
統
合・報
告
様
式
の
改
善

・情
報
伝
達
訓
練

12
／
13（
水
） 

西
部
地
域
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
連
絡

　
会
議（
中
遠
総
合
庁
舎
）﹇
西
部
地
域
局
主
催
﹈

・台
風
2
号
に
よ
る
災
害
時
の
取
組
状
況

1
／
15（
月
） 

地
震
対
策
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
2
0
2
4

　（
大
規
模
図
上
訓
練
）﹇
県
交
通
基
盤
部
主
催
﹈

・県
協
会
経
由
あ
っ
せ
ん
応
諾
訓
練

1
／
17（
水
） 

地
震
対
策
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
2
0
2
4

　（
大
規
模
図
上
訓
練
）袋
井
土
木
事
務
所
独
自
訓
練

・道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
報
告
訓
練 

 
【
参
加
会
員
20
社
】

・静
岡
県
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
被
災
情
報
投
稿
訓
練

 
 

  

【
参
加
会
員
28
社
】

2
／
15（
木
） 

静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
検
討
会

　（
W
e
b
開
催
）﹇
西
部
地
域
道
路
啓
開
検
討
会
主
催
﹈

・今
年
度
の
取
組
の
報
告
　
ほ
か

<袋井土木事務所との意見交換会><袋井土木事務所との意見交換会>

<中遠農林事務所との意見交換会><中遠農林事務所との意見交換会>

<浜松河川国道事務所との意見交換会><浜松河川国道事務所との意見交換会>

<新年のつどい><新年のつどい> <集合写真><集合写真>

<建築委員会現場見学会><建築委員会現場見学会>

<豚熱集合施設運営演習><豚熱集合施設運営演習>

縁
あ
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
38
年
5
カ
月
、

皆
様
の
ご
厚
情
に
よ
り
、大
過
な
く
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
本
当
に
有
り
難
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。公
私
共
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
そ
の
年
月
が
脳
裏
を
走
馬
灯
の
よ
う
に

巡
っ
て
い
ま
す
。協
会
に
和
室
が
あ
っ
た
こ
と

や
安
全
大
会
を
3
0
0
人
規
模
で
丸
一
日
開

催
し
た
こ
と
。懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。私
は

酉
年
だ
か
ら
か
い
つ
も
時
間
に
追
わ
れ
て
バ
タ

バ
タ
と
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
仕
事
は
性
に

合
っ
て
い
て
、今
と
な
れ
ば
充
実
し
た
日
々
で

し
た
。皆
様
の
潤
滑
油
で
あ
り
た
い
と
努
め
て

来
た
つ
も
り
で
す
が
、少
し
は
お
役
に
立
て
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
期
に
及
ん
で
門
前
の
小
僧
か
ら
の
提

案
で
す
。今
後「
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」の
活
用

が
建
設
業
界
を
救
う
の
で
は
な
い
か
と
秘
か

に
思
っ
て
い
ま
す
。現
在
事
務
職
の
方
は
少
し

仕
事
の
幅
を
広
げ
て
、現
場
の
技
術
者
に
余
裕

が
で
き
、新
入
社
員
も
強
力
な
担
い
手
に
な
る

か
も
。最
後
に
、現
場
は「
ご
安
全
に
!
」　
　

　
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
き
げ
ん
よ
う
。

深

謝

鈴
木 

敦
子

令和6年4月1日発行令和6年4月1日発行

能登半島地震への災害派遣能登半島地震への災害派遣能登半島地震への災害派遣能登半島地震への災害派遣
国土交通省浜松河川国道事務所からの災害派遣要請を受け、会員企業3社の3名が、1月26日から1月30日まで
石川県珠洲市で照明車のオペレータ業務に従事しました。

左から
正光建設（株） 渡瀬康人
（株）鈴恭組 杉山高史
（株）若杉組 森下文規

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

事
務
局
職
員 
鈴
木
敦
子
さ
ん
が
３
月
31
日
を

も
っ
て
退
職
し
ま
し
た
。

昭
和
60
年
11
月
の
採
用
以
来
38
年
余
に
わ
た

り
、事
務
局
の
円
滑
な
運
営
に
御
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
こ
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）



これい～ねっ！ すぐ直そう！
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令和6年4月1日発行

会
報

発
行
●
一
般
社
団
法
人
 袋
井
建
設
業
協
会
〒
4
3
7
-0
0
2
4
 袋
井
市
三
門
町
1
1
-1
2
  TEL0

5
3
8
-4
2
-4
3
3
8

160
第

号

つちおとは、再生紙を使用しています。

https://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp

つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（https://www.fukuroi-kenkyo.or.jp）右メニューの「広報紙」をクリックしてください。

令和6年度技能講習・特別教育その他安全関係講習会 会場：袋井建設業会館大会議室受講者募集！！

刈払機取扱作業者に対する
安全衛生教育（６H）

※申込用紙は4月2日（火）から協会窓口で受講希望者に配布します。但し、郵送希望の場合は、所定用紙(袋井建協HP掲載)により事務局に依頼のこと。

詳細は「袋井建設業協会HP」をご確認ください。URL https://www.fukuroi-kenkyo.or.jp
お問い合せは　袋井建設業協会（建災防 袋井分会） TEL0538-42-4338/FAX0538-42-4330

【参考】建設業労働災害防止協会静岡県支部HP URL http://www.kensaibou-shizuoka.jp 

４月23日 （火）

足場の組立て等の業務に係る
特別教育（６H）

４月24日 （水）

職長・安全衛生責任者教育
（リスクアセスメントを含む）（14H）

5月29日 （水）～30日（木）

フルハーネス型安全帯使用作業
特別教育【全コース】（６H）

5月28日 （火）

型枠支保工の組立て等
作業主任者技能講習（１３H）

6月4日 （火）～5日 （水）

地山の掘削及び土止め支保工
作業主任者技能講習（１７H）

6月11日 （火）～13日 （木）

足場の組立て等
作業主任者技能講習（１３H）

6月18日 （火）～19日 （水）

足場の組立等作業主任者
能力向上教育（７H）

7月17日 （水）

■実施日 令和 5年12月 1日（金）
■実施箇所 管内４地区　各2現場
 延べ8現場
■参加者 26名

令和 5年12月15日（金）
静岡労政会館6階  参加者65名
袋井分会より5名参加

令和5年度年末官民合同パトロール 建災防静岡県支部
「安全指導者研修会」

磐田労働基準監督署 4名
袋井土木 1名
中遠農林 1名
企業局 1名
建災防袋井分会 19名

参加者集合写真参加者集合写真

報告会報告会 磐田労働基準監督署　佐藤署長講評磐田労働基準監督署　佐藤署長講評 報告会報告会

熱中症対策が準備され事
務所内がきれいに整理さ
れている。

第3者対策（侵入防止及び
工事区域が明確）が良好で
ある。　      安衛則585条

工事車両の通行を確保す
るための養生（路肩確保の
ため）。    　安衛則157条

取扱者の掲示・施錠

安衛則36（4）条  

通路に杭やガラが煩雑に置
かれている。

安衛則540条　通路 

現場パトロール現場パトロール


